
令和２年度 夏季休業中における生徒指導の重点
西部教育事務所

夏季休業に入るにあたって、児童生徒が安全に留意し有意義な生活を送るための指導や、
２学期の始業式を迎える際、新たな目標をもってスタートできるような指導をお願いします。

夏季休業に関する指導のポイント

西部管内 欠席者数
○不登校児童生徒へのきめ細かな対応

・ 夏季休業明けは特に、不登校児童生徒が増加する傾向にあり
ます。２学期のスタートをスムーズなものにするために、児童
生徒が学業不振やいじめ、学級や部活動における人間関係に不
安や悩みを抱えていないか再確認し、学校全体で情報を共有し
て具体的な対応策や役割分担を明確にしましょう。

・ 児童生徒の状態（全欠、３０日以上の長期欠席、短期的に欠
席する傾向、別室登校など）を確認し、スクールカウンセラー
やスクールソーシャルワーカーと連携を図りながら、それぞれ
の児童生徒に合った支援を行っていきましょう。

・ 休業中の課題が仕上がっていないことを理由とした登校渋り
や欠席が起こることのないよう、必要に応じた支援を行い、休
業明けの学校生活にスムーズにつなげていけるようにしましょ
う。

○健全育成の推進

・ 健康的な生活習慣の定着が図れるように、起床、就寝、食事、運動等一日の生活の仕方
を計画させ、健康的な生活を送れるように指導をしましょう。

・ 夏季休業に入る前に、もう一度、感染症や食中毒の予防について考える時間を設けると
ともに、毎日の健康観察や効果的な予防対策に取り組めるように指導をしましょう。

○SNSトラブルによる被害・加害防止

・ 夏季休業中は特に、学校内の友達だけでなく、不特定の人と関わりをもったＳＮＳ関
係のトラブルが増加しています。次のような視点で家庭と連携した指導の充実を図って
いきましょう。
（１）正しい利用方法や様々なトラブルについての対応
（２）フィルタリングについての家庭への啓発
（３）家庭、学校、地域でのルールづくりについての啓発

※ Webページで「群馬県教育委員会 各課発行・提供資料」で検索をすると、各種資料
が見られます。是非、ご活用ください。
http://www.nc.gunma-boe.gsn.ed.jp/?page_id=42
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○問題行動の未然防止

・ マナーやルールの重要性について、児童生徒が自ら考える場
面を設定するなど、児童生徒の規範意識を高めましょう。

・ 万引・喫煙・暴力行為・器物損壊は犯罪であることを小学校
低学年から計画的に指導していきましょう。


